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世紀転換期ミュンヘン大学で医学学位を 
取得した日本人医学者
朝　治　啓　三
　我が国において医学博士の学位は明治20年５月の勅令第13號「学位令」第３
条に基づいて，帝国大學評議会が最終可否を判定し，文部大臣が翌明治21年に
授与したことに始まる。論文提出による学位審査に基づいての医学学位の授与
は明治25年，東大の菊池常三郎等３名に始まる。その後大正９年の学位令改正
によって，各大学が学位を授与し得ることになった結果，学位取得希望者が激
増した。彼らは順調に学位を得るために大学卒業後数年間，臨床医として働き，
教授からテーマを与えられて論文を書き，教授を通して学位を申請した。結果
が明瞭に出易い基礎医学的なテーマが好まれたが，それらは臨床診断のための
技術や知識に直接結びつくことを目的とするというよりも，学術研究の向上を
志向するテーマとなる場合もあった。医師が学位を欲した理由の一つが，学位
保持者の方が社会的に有利であるという状況があったから，という考え方も
ある１）。
　翻って考えてみるに，同時期にドイツの大学で医学学位を取得した日本人医
学者たちが，日本の医学に対して果たした役割は何であったのだろうか２）。筆
者は大阪府立中央図書館所蔵の住友文庫と呼ばれる一連の図書の中に，第１次
大戦終了時までのドイツの大学で学位を授与された医学，工学，農学など理科
系の論文が纏まって収蔵されていることを知り，その目録を作成し，刊行した。
そのデータを作成する過程で，日本人医学者がベルリンやミュンヘン，ヴュル
ツブルクなど26の大学で医学の学位を取得していたという事実に気づいた３）。
目録刊行後，科学研究費を得てベルリンとミュンヘンで調査を行い，それらの
日本人学位取得者についての情報を得て，上記のような研究関心に基づく調査・
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考察を行った。
１．ミュンヘン大学医学部で学位を取得した日本人医学者
　本稿で調査対象とした医学者に関するデータは，この分野に関する先行研究
者である森川潤氏が使用したものと同じく，ミュンヘン大学の学籍登録簿と学
位取得者一覧である４）。森川氏が作成された留学生一覧表を大いに参考にさせ
て頂いた５）。森川氏は学位を取得しなかった人も含めて留学生全体を調査され
たのに対して，本稿では同じ時期に学位を取得した医学生のみを対象とした。
その結果，日清戦争後の1895年以降，ドイツが休戦協定に調印した1918年以前
には127名の学位取得者名を確認できた。彼らの学位論文名などの詳細はミュ
ンヘン大学図書館の OPAC で確認できる。森川氏が学位取得者として名を挙
げた人物のうち，論文名が判明しなかったのは烏丸俊彦，橋本監次郎，
taniguchi kiuji の３名である。それ以外の124名について，留学前，留学後の
経歴，所属研究機関，医療機関，出版物，その他の業績などを，様々な先行研
究６）やウェッブサイトを通じて調査した。ドイツでの学位取得者の中には，
日本帰国後に改めて論文を提出して，日本の大学で学位を取得した医学者もか
なりいたが，その論文名は国会図書館で調査した。
　ミュンヘン大学への日本人医学留学生は明治13年から存在するが，学位取得
者は1892年の後藤新平が最初である７）。日清戦争後日本からドイツへの医学留
学者数が急増したのは，日本政府の対アジア「帝国主義的」政策の具体化のた
めの準備という説明もあり得るが，当時のドイツ医学研究の進展に歩調を合わ
せるという学問的必要も加味しなければならないだろう。ローベルト・コッホ
やレントゲンの革新的研究を契機として，ドイツの諸科学は世界水準を形成し
つつあった８）。もう一つの理由は，コレラや結核など感染性の病気の広がりを
食い止めなければならない，帝国主義時代世界列強の衛生状況改善の必要であ
る。ドイツの大学への留学者は日本だけではなく，ロシア，東欧，英，仏，伊，
米など世界各国からも急増した９）。
　日本人医学者たちが目指したドイツの大学はミュンヘン大学だけではなく，
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ベルリンやライプチヒ，ヴュルツブルク，エアランゲンなどの大学においても
学位は取得された10）。今回本稿の調査した結果から見ると，学位を目指した日
本人医学生たちもミュンヘン大学だけでなく，複数の大学を訪れたのち，ミュ
ンヘンに登録した。ペッテンコーフェル─緒方正規の師弟関係が留学者の間で
重視されたのかもしれない11）。森林太郎もミュンヘンでペッテンコーフェルに
会い，緒方の忠勤ぶりを聞かされている12）。
２．日本のエリート医学者たちとドイツ学位
　東京あるいは京都の帝国大学を卒業して，ドイツで医学学位を取得し，帰国
後，日赤病院などの医療機関に所属して要職を占めた，いわばエリート医学者
といえるのは，調査した期間内では，山上兼輔だけである。彼は1892年東京帝
大卒業後，明治30年（1897）日本赤十字社よりドイツ留学を命じられ，1899年
にミュンヘン大学で医学学位を取得した。1901年に帰国後，日赤病院耳鼻咽喉
科専任となり，自宅でも診療した。大正３年まで在職し，大日本耳鼻咽喉科会
の副会頭に選ばれ，また大正５年には日本医師会理事となった。研究論文を発
表し，文字通りのエリート医学者としてドイツ医学の日本への導入，定着，自
立，発展に貢献したと言えよう13）。
　山上ほどではないが，エリートに近い学歴，経歴を持つものが僅かながらい
る。千葉医専出身の竹野芳次郎，浦上多門治，中川小四郎，近江湖雄三と，愛
知医専出身の葛谷貞之である。千葉医専は明治34年に，高等学校から分離され
て独立し官立医学専門学校となった。明治28年の「高等学校令」によって第１
～５高等中学校が高等学校となり，第２条の規定によって，「高等学校は専門
学科を享受するところとす但帝国大学に入学する者の為め予科を設くることを
得」ることになった。その結果，「高等学校は，…実質的には法令の意図を裏
切る形で，着々と帝国大学の正嫡子（予科）となっていく」。また愛知医専は，
明治36年の「専門学校令」により，県立の医学専門学校となり，後に名古屋帝
国大学医学部となる14）。言い換えれば竹野ら５名は帝国大学に準じる教育機関
を卒業したと言える。
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　竹野は1905年に千葉医専卒業後ドイツに留学し，1905年にミュンヘンで医学
学位を取得した。帰国後1913年には東京帝大大学院に所属し，15年に渋谷で開
業した。それだけではない。1919年には東大で医学学位を取得した。論文も発
表している15）。浦野は1908年に千葉医専を卒業後，新潟県立病院に勤務したの
ち，1912年ドイツに留学して，X 線診断，治療学を学んだ。1913年ミュンヘン
で学位を取得して帰国し，14年には岡山医専の講師となる。16年に大阪回生病
院レントゲン科部長となり，20年には京都帝大講師を兼ねた。22年には京都帝
大で医学博士の学位を得た16）。中川は1909年に千葉医専を卒業し東京で医院に
勤務したのち，1911年から東京帝大で外科学を学んだ。翌年新潟医専第二外科
の助手となり，1913年にミュンヘン大学へ留学した。1915年に論文を提出して
医学の学位を取得して帰国した。16年には東北帝大の外科に入局し助手となっ
た。19年に講師昇任の後，20年には岡山医専の教授となった。翌年には同校附
属病院の皮膚科・泌尿器科医長となり，21年には東北大学で医学学位を取得し
た。23年には文部省在外研究員としてヨーロッパ研修を命じられ，26年に帰国
した。第２次大戦後，大阪女子医専，大阪女子大，関西医大などで教授として
勤め，附属病院の院長にもなった。研究論文を発表し，研究，治療，教育に活
躍した17）。近江湖雄三は1910年千葉医専卒業後，13年にミュンヘンで学位を取
得した。翌14年には順天堂病院に勤務し，18年には東京帝大の副手になった。
27年には東京帝大で医学博士学位を得た18）。日本で初めて無痛安産法を紹介し
た人として知られる19）。葛谷は1904年に愛知医専卒業後，愛知病院に勤務し陸
軍３等軍医となる。1909年にドイツに留学しミュンヘンで学位を得た。帰国後
11年には京都帝大大学院の小児科に所属し，14年に名古屋で開業した。23年に
は京都帝大で学位を得た。育児に関する著書がある20）。これらの５人は帝大出
身ではないが，ドイツと日本で二重に博士学位を取得し，研究論文を発表して，
研究成果を生み出すとともに，大学で後進の指導に当たり，病院で患者を診察
した。医専を開業医養成機関と決めつけることはできない例である。彼らはド
イツで身に着けた研究能力を日本において発揮し，中川のように２度目の海外
研修に出かけて，日本医学の世界水準化に努める例もあった。学生としての一
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過性の留学経験ではなく，学位取得者としての継続的社会貢献であったとみな
し得る。ドイツの学の質を日本へ移植したのは彼らであった。
　帰国後大学に職を得た結果，彼らのもとから次世代の医学者を生み出す条件
ができた。本稿の範囲ではその結果を網羅的に示すことはできないが，浦野多
門治の場合はその一例となろう。彼は明治45年に渡独し，X 線診断，治療学を
学んだ。帰国後大阪回生病院でレントゲン科部長を務める傍ら，京都帝大講師
を兼ねた。その時代の彼の弟子が林信夫である。林は浦野と同じく千葉医専を
1919年に卒業し，1921年に京都帝大中央レントゲン室へ内地留学する。その時
彼は浦野の門下に入りレントゲン学を研究した。１年半後，千葉に戻り，医専
の講師を務め，その後愛知理学療法所の内科医となる。これはドイツ医学が，
留学した学位取得者を通じて，日本人医学者に学として継承された例といえる
であろう21）。
３．医師開業試験を経て学位を取得した医学者たち
　エリート医学者の対極に位置するのは，医術開業試験に合格して医者になっ
た医学者である。明治16年10月に政府は「医術開業試験規則」と「医師免許規
則」を法律として公布し，翌年１月１日から施行した。「医師免許規則」では「官
立及び府県立医学校」の卒業生は無試験で医師免許が与えられた。前節でみた
医学者たちがこれに該当する22）。それ以外の者は，医術開業試験に合格すれば
医師になれた。受験資格は解剖学や，外科学，臨床試験などの１年半の修学で
あり，年齢制限もなく，大学や医専で学ばなくても受験可能であった。合格率
は10-20% 程度であったと言われる。受験者は済生学舎，成医会，日本医学校
などの学校で「修学」した23）。本稿では上記124名のうち，同定し得た者の中
から開業試験に合格してミュンヘン大学へ留学し，学位を取得した者23名を選
び出して表１に示す。
　彼らの留学は私費で賄われたと一般にはみなされている24）。しかしよく調べ
ると，実際には地方自治体や軍などによる命令を受けて留学した者もいる。宮
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田哲雄は明治33年東京市の市医となり，市からドイツ留学を命じられた。谷口
弥三郎は1909年熊本医専の助教授となったとき，医専からドイツへの留学を命
じられた。帰国後1915年に母校の教授に昇進した25）。鹿児島出身の笠茂掃部は
開試合格後，1908年臺灣総督府臺北醫院に勤務していた時代に『台湾醫學會雑
誌』に論文26）を発表し，その後ドイツへ留学して11年に学位を取得した。帰
国後，旭川で開業した。彼の留学を財政面で支援したのは総督府ではないか。
熊本医専は全体で８名を留学させる方針を持っていた。留学を公費私費で形式
的に区別することはあまり意味がないと思われる。
　23名のうち11名が帰国後，日本の東京や京都の帝国大学にあらためて論文を
提出して学位を取得している。これは何を示すのか27）。これら11名の中には帰
国後開業し，同時に大学へ所属して論文を作成した者もいるが（宮田，桜木，
土井など），彼らの日本医学界での昇進を示す例は，上記の谷口以外には存在
しないので，「階級上昇」の為には，ドイツでの学位取得は役に立たなかった
といえるであろう。一方，彼らの中には日本での学位取得後にも研究論文を公
表し続けた者もいる。（笠茂，光岡，羽太など28）。）そのうち羽
は
太
ぶと
鋭治はドイツ
で生理学を研究し，帰国後，当時の西欧における性科学の発達に応じて，恋愛，
売春，避妊，自慰などを啓蒙的に論じ，多くの性科学論文を著した29）。彼らに
日本での学位取得を目指させた動機は，医学への貢献と言える部分もあったの
ではないか。谷口と宮田は，政治分野にも進出したが，その際にも優生学に基
づく産児制限など医学専門家としての発言を行っている。開試合格者の中から，
日本でドイツ医学を受け継ぐ医学者を育てた例を見出すことは史料不足のため
困難であるが，ドイツで身に着けた学識を日本国民へ伝える点では，彼らも貢
献したと言えるのではないか。
４．帰国後医学論文を上梓した医学者たち
　ドイツで習得した技術や知識を世紀転換期の日本の医学界へもたらすこと
は，学位取得者以外の人々によっても為され得たが，当時のドイツ医学が世界
水準の研究成果を生み出し得た力量や，その力量を養う教育や研究の質を日本
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へ移植することは，自ら研究を体験した学位取得者によって為される他はなか
ったといってよいだろう。移植の媒介となるのは彼らがドイツで身に着けた研
究能力を用いて，彼らが帰国後に著した学術論文や著書である。それらを公表
した医学者の研究成果を表２に示す。帰国後に改めて論文を書き，日本の大学
から学位を授与された医学者のうち，学位論文以外の研究業績を見出し得なか
った人は表には掲載しなかった。
　山上兼輔のように帝大出身者が研究論文を著したことは当然として，開業試
験合格者の中にも学術論文を公表した人々もいたことは上記のとおりである。
この表２にはそれら以外の人々の業績が多いことは明らかである。帝大や官立
医専を卒業した人々以外にドイツで学位を取得した人のなかには，高等中学医
学部出身者もいる。彼らも論文や著書を公表した。数の上で多いのは千葉，愛
知，大阪，京都などの医専卒業者の研究業績である。石原泰一郎は府立大阪医
学校出身で，ドイツでの学位取得後，京都帝大大学院で研究し，1921年には「人
型結核桿菌」に関する論文を帝大に提出して学位を取得し，日赤大阪病院の医
長となった。就職前の研究者時代に学位論文以外にも論文を発表したことから
みて，ドイツでの研究成果を日本の学界に伝えたといえる。医長として臨床医
学にも携わり，知識や技術をもたらした30）。井上喜久治は府立京都医学校を卒
業後，ドイツで病理学を専攻し眼科医となった。帰国後府立京都医専の講師と
なり，『視力表』などを著した。彼は府立医専の伊藤元治眼科部長がドイツで
の在外研究中に，部長代理を大正１年まで務めたが，その年早世した。短い生
涯であったがトラホームに関する著書もあり，臨床，研究，教育においてドイ
ツ医学の日本への移植，そしてその応用に貢献した31）。同様の例は長町穆（千
葉醫専卒業後，千葉医専講師へ），名古屋長蔵（仙台医専卒業後，順天堂勤務）
などにもみられる。
　特筆すべきは高橋孝太郎の例である。1911年千葉医専卒業後，翌年陸軍軍医
となった高橋は大阪砲兵工廠に勤務する中で，工場衛生に関する論文を８編，
工場塵埃・衛生に関する論文を８編，そして工場塵芥の報告書１編を公表した。
その後軍を辞めて農商務省嘱託となり，1921年からは呼吸ガス代謝法による労
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働合理化の研究を始めた。独力で兵器工場，製鉄所，機械工場，綿紡績工場な
ど11種の作業に従事する者の労働時の酸素消費量を測定し，静止直立時の値と
比較して作業の強度を調べた。次いで製糸工場や綿紡績工場で作業台の高さ，
作業者と機械との距離を変えて，立位作業と椅子作業時の労働者の酸素消費量
を測定し，生産高を調べて，能率の良い作業の仕方を見出すという方法を提案
した32）。1925年に大阪帝大から医学博士学位を授与された33）。労働生理学とい
う，当時の日本では未確立の研究分野を開き，また当時の産業界のニーズにも
応える能力を発揮し得たが34），ドイツでは子宮がんの研究で学位を取得したの
で，ドイツでの研究成果をそのまま持ち込んだ訳ではない。ドイツで鍛えた研
究能力を用いて，日本独特の社会的課題に独力で取り組み，成果を得たといえ
る。
５．ドイツでの研究指導者
　ミュンヘン大学で医学学位を取得した124名の日本人を指導した，ミュンヘ
ン大学の教授たちの研究業績は如何なるものであったのか。学位論文に指導者
名が記されているものとそうでないものがあり，本稿ではその一部を示す。試
みに上記の『住友文庫ドイツ医学学位論文目録』を編纂した際，学位論文実物
に記されていた指導者名を一覧表にした。そのうちミュンヘン大学で学位取得
し，現物が大阪府立中央図書館に所蔵されている学位論文は７名分である（笠
茂掃部，川村健，小宮山権六，葛谷貞之，佐々木惟朝，佐藤忠雄，柘植宗貞）。
彼らの指導教官となったミュンヘン大学の教師たちの業績の一部を表３に示し
た。表示したのは総数５名であるが，業績全てを示すことは紙幅の制限もあり
放棄せざるを得ない。
　124名の学位論文のうち指導者名が判明する事例全てを調査した結果，限ら
れた数の指導者が多くの日本人医学者を指導したことがわかる。指導者名と指
導した日本人数を述べる。Frank （1），Döderlein（32），Bauer（16），Bollinger
（10），Angerer（21），Seitz（1），Klaunßner（1），Heß（2），Burst（6），
Möller（2），Zumbusch（1），Herzog（2），Basedow（1），Winkel（2），
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Romberg（1），Gruber（1），16人のドイツ人教官が，1895年から1918年までの
間に，100名の日本人医学生を指導したことになる。32人を指導した Döderlein
は専門が産婦人科であったが，それ以外の例えば外科，泌尿器科の論文をも指
導したことになる。21人を指導したAngererは外科が専門であったが，耳鼻科，
皮膚科の論文指導もしている。16人を指導した Bauer は，衛生学，外科，皮
膚科，小児科，内科などの多様な分野の論文を指導している。10人を指導した
Bollinger も同様に，内科，外科，眼科，泌尿器科，病理学の論文を指導して
いる。専門性よりも対日本人適応力が所属を決めたのか。
　入手し得た情報だけでは指導の内容までは判明しない。日本人医師全体とし
ては外科と産婦人科の需要が大きかったこと，病理学や衛生学などの学位取得
を目指す日本人医師の数は少なかったことが判明する。
おわりに
　渡独して学位を取得しようとした日本人医学者たちの渡独動機を，帝大に進
学して医師免許を得る機会を持たなかった階層の人々にとっての階級上昇の願
望とみなすことは，彼らの学的貢献意思を尊重しないことになるのではないか。
学位取得して帰国しても彼らが帝大教授になる例は皆無なので，階級上昇は主
たる動機とは言えないことを，本稿で検討した事例が示している。彼らが英米
仏ではなくドイツを目指した理由が，第２帝政期のドイツの大学が持つ学問上
の水準の高さであることは，既に多くの研究者が指摘している35）。彼らは学問
としてのドイツ医学のレヴェルの高さを認識して，自らの専門における指導者
の居るミュンヘンを目指したのである。ドイツにおける医学教育も大いなる革
新の最中にあり，その変化を体験した医学者もいたであろう。高度な研究が大
学のほか研究所においてもなされ，人事や制度整備など国家による政策的な援
助がなされている現実をも体験したであろう。これらの経験は，帰国後の彼ら
の医学界での実践や研究，また政界での制度作り活動に生かされ，同時に社会
の工業化に伴う様々な課題を解決する活動へも彼らを向かわせたことを，124
名の様々な事例から読み取り得る。国策としてのドイツ学殖の移植は立案され
關西大學『文學論集』第66巻第３号
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たかもしれないが，実際にその移植に携わった医学者の具体的活動，特に研究
者としての自立心なしには，明治・大正期国策立案者の計画も机上の空論に終
わったであろう。御雇い外国人を招いて西欧の知識や技術を導入した時代が終
わり，日本人が西欧に留学して教えを請う時代を経て，日本人学者による世界
水準の学問形成へと向かう段階に至ろうとしていた。
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t 
a.
 M
ie
 
<
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pa
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M
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ch
en
 : 
K
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tn
er
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 C
al
lw
ey
, 1
91
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E
xt
en
t: 
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. 
N
ot
e:
 M
ün
ch
en
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M
ed
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D
is
s.
 v
. 
6.
 M
ai
 1
91
4,
 
R
ef
. D
öd
er
le
in
医
博
斉
藤
格
か
く
私
費
19
75
19
14
95
開
試
開
業
福
島
眼
科
U
eb
er
 d
ie
 H
is
to
ge
ne
se
 d
er
 t
ra
um
at
is
ch
en
 I
ri
sz
ys
te
 ;
 
Sa
it
o,
 K
ak
u,
 a
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W
ak
am
at
su
/M
ün
ch
en
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as
tn
er
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C
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lw
ey
, 
19
14
 E
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en
t: 
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8"
. 
N
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M
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D
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 R
ef
. v
. H
eß
世紀転換期ミュンヘン大学で医学学位を取得した日本人医学者（朝治）
67
表
２
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
帰
国
後
研
究
業
績
氏
名
生
年
学
位
取
得
年
留
学
前
帰
国
後
研
究
業
績
等
吉
田
坦
蔵
た
ん
ぞ
う
18
75
19
08
99
三
高
中
学
医
学
部
卒
　
兵
庫
縣
美
方
郡
大
庭
村
10
台
湾
総
督
府
医
専
教
授
。
22
開
業
台
北
，
日
治
臺
灣
醫
療
公
衛
五
十
年
（
修
訂
版
）：
張
秀
蓉
 編
註
-2
01
5-
17
)
吉
田
坦
蔵
 江
景
勤
「
マ
ラ
リ
ア
及
び
12
指
腸
虫
患
者
の
血
糖
量
に
つ
い
て
」
19
5，
6号
。
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
血
糖
に
就
い
て
（
続
）
20
7号
．
「
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の
エ
メ
チ
ン
療
法
」
13
8号
。
吉
田
坦
蔵
：
メ
ニ
エ
ー
ル
氏
病
ニ
就
テ
．
台
湾
医
会
誌
N
o.
5 
p
.6
-2
4，
明
治
35
年
 (
19
02
)  
吉
田
坦
蔵
：
ム
ニ
ィ
ェ
ー
ル
病
ニ
就
テ
．
岡
山
医
学
会
誌
N
o．
 
15
6，
p
.1
1-
18
，
明
治
36
年
(1
90
3)
吉
田
坦
蔵
：
メ
ニ
エ
ー
ル
氏
病
ニ
就
テ
．
東
京
医
事
新
誌
N
o.
12
91
，
p
.1
62
-1
65
；
N
o.
12
92
，
p
.2
04
-
21
2，
明
治
36
年
(1
90
3)
「
内
科
診
断
学
」
井
上
善
次
郎
，
吉
田
坦
蔵
，
吐
鳳
堂
書
店
，
19
16
，
75
9頁
岩
野
俊
治
18
78
19
12
03
岡
山
医
専
卒
岩
野
俊
治
明
治
三
十
九
年
19
06
專
賣
局
檢
定
課
囑
託
56
頁
(台
湾
文
献
館
）
12
南
満
医
学
堂
教
授
。
22
医
博
・
満
州
医
大
教
授
，
岩
野
俊
治
（
奉
天
南
満
医
大
）
=
動
物
体
内
に
お
け
る
抱
合
性
G
uc
ur
n酸
の
形
成
に
つ
い
て
．
犬
瘟
熱
ノ
病
原
報
告
」
岩
野
 俊
治
，
細
菌
學
雜
誌
 1
90
7(
14
5)
，
82
1-
82
8，
19
07
，「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
注
射
及
膵
臟
摘
出
ガ
肝
臟
及
筋
肉
ニ
及
ボ
ス
影
響
ニ
就
テ
，
岩
野
俊
治
/p
21
6～
22
8．
京
都
医
学
雑
誌
．
14
(6
)
大
和
良
作
18
80
19
13
00
五
高
中
学
医
学
部
卒
14
満
州
鉄
道
大
連
病
院
医
局
員
，
21
医
博
，
開
業
，
京
都
，
異
性
抗
体
の
試
験
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
並
当
該
異
性
受
体
の
血
清
化
学
的
集
性
に
関
す
る
知
見
補
遺
(京
都
医
学
会
雑
誌
16
-8
0）
片
側
腎
臟
ヲ
剔
出
ス
ル
モ
遺
殘
腎
臟
ニ
何
等
ノ
影
響
ヲ
及
ボ
サ
ヾ
ル
ヤ
，
大
和
 良
作
，
日
本
泌
尿
器
病
學
會
雜
誌
 V
ol
.9
(1
92
0-
19
21
)
N
o.
3 
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山
上
兼
輔
か
ね
す
け
18
62
18
99
92
帝
大
医
大
卒
開
業
東
京
外
傷
性
中
耳
膿
炎
ニ
起
因
セ
ル
慢
性
腦
膿
瘍
ノ
一
例
,本
會
例
會
演
説
 
附
圖
參
照
 大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
會
會
報
 V
ol
. 8
(1
90
2)
 N
o.
 6
-8
 
原
發
性
懸
壅
垂
癌
腫
ノ
一
例
，
山
上
 兼
輔
，
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
會
會
報
 V
ol
. 1
0(
19
04
) 
N
o.
 3
井
崎
貞
一
郎
18
66
19
05
89
高
等
中
学
校
学
医
学
部
卒
開
業
大
阪
井
崎
貞
一
郎
，
山
口
久
四
郎
 編
[他
]黴
菌
学
. 第
1虎
列
剌
病
篇
，
朝
香
屋
書
店
，
明
26
.1
0
井
崎
貞
一
郎
報
告
:官
報
第
27
47
号
第
27
48
号
,明
治
25
年
8 
月
23
 日
-2
4 
日
発
行
．
薬
史
学
雑
誌
24
(2
)，
13
9-
 1
-4
9 
(1
-8
9)
，
小
山
鷹
二
，
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
事
始
め
」
p
.1
48
．
井
崎
貞
一
郎
報
告
：
官
報
第
27
47
号
第
27
48
号
．
明
治
25
年
8月
23
日
-2
4日
発
行
．
東
京
衛
成
病
院
略
報
第
一
号
:官
報
第
23
61
号
，．
明
治
24
年
5月
16
日
発
行
．
24
)東
京
衛
戍
病
院
略
報
第
二
号
：
官
報
第
23
90
号
，
明
治
24
年
6月
19
日
発
行
.
松
野
鉉
吉
げ
ん
き
ち
？
19
09
98
県
立
愛
知
学
高
卒
34
医
博
，
腫
瘍
移
植
実
験
に
就
て
，
名
古
屋
医
科
大
学
，
19
34
-0
1-
15
腫
瘍
移
植
実
験
に
就
て
─
松
野
鉉
吉
[著
]1
93
4,
松
野
鉉
吉
;縱
隔
竇
腫
瘍
ノ
二
例
，
グ
レ
ン
ツ
ヂ
ビ
ー
ト
，
第
4年
第
5號
,昭
和
5年
6月
，
竹
中
繁
次
郎
18
76
19
05
94
四
高
中
学
医
学
部
卒
07
開
業
東
京
，
21
医
博
19
14
年
5月
1日
「
一
肺
ヲ
摘
出
セ
ル
後
他
殘
肺
ニ
呈
ハ
ル
，
肉
眼
的
顯
微
鏡
的
所
見
ニ
就
テ
」
19
14
年
 6
月
1日
.「
一
肺
ヲ
摘
出
セ
ル
後
他
殘
肺
ニ
呈
ハ
ル
，
肉
眼
的
顯
微
鏡
的
所
見
ニ
就
テ
(承
前
)」
19
16
年
4
月
1日
「
古
賀
氏
液
療
法
ハ
化
學
療
法
ニ
非
ラ
ス
」
19
16
年
6月
1日
「
結
核
菌
ノ
發
育
ヲ
制
止
ス
ル
藥
品
ノ
研
究
：
(
附
)酒
石
酸
加
里
銅
，
青
酸
加
里
金
及
「
メ
チ
ユ
レ
ン
青
ノ
生
理
的
作
用
」
19
16
年
3月
1日
．「
青
酸
加
里
銅
鹽
ハ
果
シ
テ
結
核
菌
發
育
ヲ
制
限
ス
ル
力
ア
リ
ヤ
」
.タ
ケ
ナ
カ
，
ハ
ン
ジ
ロ
ウ
「
結
核
病
と
社
会
問
題
」
呼
吸
器
科
院
，
19
08
.8
. 
肺
出
血
の
學
理
及
び
療
法
/竹
中
繁
次
郎
著
．
東
京
：
結
核
雑
誌
社
，
19
27
.9
．
長
井
岩
雄
18
54
19
05
？
?
「
我
子
の
成
長
：
一
名
・
育
児
日
記
」．
長
井
，
岩
雄
。
出
版
社
長
井
岩
雄
19
13
．
小
兒
の
食
物
に
就
て
/長
井
，
岩
雄
─
フ
レ
ー
ベ
ル
會
，
19
08
-2
，「
育
児
の
し
を
り
」
家
坂
清
次
郎
18
69
（
66
）
19
05
93
一
高
中
学
校
医
学
部
卒
開
業
新
潟
・
東
京
18
97
(明
治
30
年
)家
坂
清
次
郎
. 
ヂ
フ
テ
リ
ー
後
の
調
節
機
麻
痺
. 
(北
越
醫
學
會
雜
誌
．
10
4號
．）
家
坂
清
次
郎
（
傳
染
病
に
伴
は
れ
る
眼
症
に
就
て（
上
）日
本
醫
科
大
學
眼
科
教
窒
醫
學
博
士
 中
村
康
）
田
村
六
三
郎
18
71
19
05
93
一
高
中
学
校
医
学
部
卒
07
開
業
千
葉
，
市
医
師
会
長
田
村
六
三
郎
 著
；
三
輪
徳
寛
 閲
，
外
科
鑑
別
診
断
学
，
明
文
館
，
明
40
。
下
疳
及
横
痃
・
近
世
医
学
叢
書
；
第
27
編
，
南
江
堂
，
明
43
.7
。
斎
津
村
誌
 田
村
六
三
郎
，
昭
和
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飯
盛
益
太
郎
18
66
19
07
87
四
高
中
学
校
医
学
部
卒
07
開
業
石
川
ノ
ー
ト
ケ
ナ
ル
（
述
飯
盛
 益
太
郎
（
譯
）：
石
炭
酸
龍
腦
 他
9項
金
澤
醫
學
會
雜
誌
24
，
18
91
年
10
月
，
飯
盛
 益
太
郎
：「
ピ
オ
ク
タ
ニ
ン
」
ヲ
鼻
咽
喉
病
ニ
用
フ
 他
8項
，
金
澤
醫
學
會
雜
誌
26
，
18
91
年
12
月
。
飯
盛
 益
太
郎
：「
ア
ク
ス
ト
ル
」
ノ
皮
膚
病
ニ
於
ケ
ル
効
用
他
2項
，
金
澤
醫
學
會
雜
誌
 1
3，
18
90
年
10
月
。
飯
盛
 益
太
郎
：
友
田
氏
「
ガ
ー
ゼ
」
ノ
製
法
，
金
澤
醫
學
會
雜
誌
20
，
18
91
年
5月
15
日
。
飯
盛
 益
太
郎
：
慢
性
下
痢
ノ
療
法
 他
6項
，
金
澤
醫
學
會
雜
誌
15
，
D
ec
-
18
90
。
久
保
田
詢
じ
ゅ
ん
18
72
19
08
00
開
試
久
保
田
詢
 明
治
37
年
19
04
 臺
中
廳
臺
中
檢
黴
所
 檢
黴
醫
15
1（
中
研
院
，
文
献
館
）。
久
保
田
詢
 
明
治
36
年
 
19
03
 臺
中
廳
臺
中
檢
黴
所
 檢
黴
醫
 1
61
 
輓
近
眼
科
治
療
法
。
東
京
：
南
江
堂
，
明
42
．
9，
19
09
。
石
原
泰
一
郎
18
79
19
08
98
府
立
大
阪
医
学
校
卒
10
京
都
帝
大
大
学
院
，
21
医
博
，
日
赤
大
阪
医
長
，
開
業
，
人
型
結
核
菌
に
対
す
る
鶏
の
感
受
性
並
其
の
原
因
的
研
究
（
日
本
微
生
物
学
会
雑
誌
10
，
要
審
対
象
0.
8.
24
） 
結
核
ノ
胎
盤
性
遺
傳
ニ
就
テ
（
其
ノ
二
）
石
原
 泰
一
郎
 日
本
微
生
物
學
會
雜
誌
 V
ol
.8
（
19
18
） 
N
o.
1
人
型
結
核
桿
菌
ニ
對
ス
ル
鶏
ノ
感
受
性
并
ニ
其
原
因
的
研
究
 石
原
 泰
一
郎
1）
1）
 京
都
醫
科
大
學
微
生
物
學
教
室
 日
本
微
生
物
學
會
雜
誌
V
ol
. 1
0（
19
18
）
N
o.
 1
 P
 5
15
-5
92
戸
塚
隆
三
郎
た
つ
さ
ぶ
ろ
う
18
77
19
08
00
一
高
中
学
校
医
学
部
卒
09
陸
軍
医
学
校
教
官
，
20
一
等
軍
医
，
21
医
博
，
開
業
，
工
業
上
使
用
の
鉱
油
及
び
テ
レ
ビ
ン
油
に
関
す
る
皮
膚
疾
患
通
称
油
負
の
研
究
（
皮
膚
科
及
び
泌
尿
器
科
雑
誌
17
-5
）
戸
塚
 隆
三
郎
，「
本
邦
男
子
尿
道
口
ノ
大
サ
ニ
就
テ
」
日
本
泌
尿
器
病
學
會
雜
誌
V
ol
. 7
（
19
18
）
N
o.
 2
，
明
治
 4
4 
年
戸
塚
隆
三
郎
 5
6）
は
「
摂
護
腺
癌
に
就
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
戸
塚
が
ウ
イ
ン
,ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
・
ポ
リ
ク
リ
ー
ニ
ッ
ク
泌
尿
器
科
フ
リ
ッ
シ
ュ
教
授
の
も
と
に
留
学
し
,5
 例
の
摂
護
腺
癌
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
,
そ
の
概
略
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
泌
尿
器
外
科
第
二
十
五
巻
第
三
号
-3
77
 頁
。　
　「
軍
隊
に
於
け
る
花
柳
病
」
大
阪
医
学
会
席
上
 陸
軍
三
等
軍
医
正
 戸
塚
隆
三
郎
氏
談
，
大
阪
毎
日
新
聞
19
16
.6
.2
1（
大
正
5）
。
戸
塚
隆
三
郎
「
ネ
オ
サ
ル
バ
ル
サ
ン
注
射
後
ニ
発
起
セ
ル
稍
々
高
度
ナ
ル
砒
疹
ノ
一
例
」（
「
東
京
医
事
新
誌
」（
第
18
01
号
）
よ
り
）
19
13
年
1月
11
日
東
京
医
事
新
誌
局
。
可
溶
性
沃
度
有
機
抱
合
体
（「
ヱ
ス
ヨ
ヂ
ン
」）
ノ
治
淋
剤
ト
シ
テ
ノ
価
値
，
千
葉
医
学
専
門
学
校
雑
誌
，
no
.8
9 
pa
ge
.9
3-
10
3（
19
17
-0
2-
15
）
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淵
田
俊
治
18
79
19
08
03
医
専
卒
開
業
大
阪
　
19
08
年
，
淵
田
 俊
治
，
催
乳
注
射
藥
ラ
ク
チ
フ
ェ
リ
ン
の
奏
效
せ
る
一
症
例
/淵
田
俊
治
/p
25
～
26
 (
00
01
.jp
2)
治
療
薬
報
 (
24
3)
19
25
-0
9 
三
共
。
松
尾
展
成
，「
ザ
ク
セ
ン
滞
在
日
本
人
改
訂
稿
」，
岡
山
大
学
経
済
学
会
雑
誌
43（
3）
，
20
11
，
49
～
71
，
井
上
喜
久
治
？
19
08
02
府
立
京
都
医
学
校
卒
府
立
京
都
医
専
講
師
，
12
死
去
タ
イ
ト
ル
 ト
ラ
ホ
ー
ム
一
席
話
 著
者
 井
上
喜
久
治
 著
 出
版
者
 弘
文
社
 出
版
年
月
日
明
44
.1
0
高
橋
養
助
よ
う
す
け
18
78
19
10
02
一
高
中
学
医
学
部
卒
開
業
東
京
生
殖
圖
解
と
性
交
論
澤
田
順
次
郎
,高
橋
養
助
,佐
藤
啓
吾
著
有
文
堂
, 
19
14
脊
髓
銃
創
ノ
生
殖
泌
尿
器
ニ
及
ボ
ス
關
係
ニ
就
テ
順
天
堂
医
学
V
ol
. 
T
4 
(1
91
5)
 N
o.
 5
14
-5
15
 順
天
堂
醫
事
研
究
会
雑
誌
 p
.7
51
-
75
7
中
村
富
治
18
77
19
09
02
一
高
中
学
医
学
部
卒
20
開
業
東
京
結
核
性
淋
巴
腺
腫
─
(瘰
癧
)
/p
12
93
～
13
02
医
事
新
聞
．
(6
46
)。
結
節
性
紅
班
S
ry
th
em
a 
n
oj
as
ũ
ii
ニ
就
テ
，
P
er
te
n
ec
e 
a:
 
C
U
R
A
T
O
R
：
C
hi
ba
 U
ni
ve
rs
it
y'
s 
R
ep
os
it
or
y 
fo
r 
A
cc
es
s 
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74
羽
太
鋭
治
18
80
19
13
済
生
学
舎
，
00
開
試
，
故
郷
で
開
業
，
19
14
年
神
田
小
川
町
に
泌
尿
生
殖
器
科
医
院
を
開
業
。
13
開
業
東
京
，
21
医
博
京
大
，
精
嚢
の
年
齢
的
変
化
に
就
い
て
（
順
天
堂
醫
事
研
究
会
雑
誌
54
1別
冊
，
要
審
，
大
正
9.
5.
4）
19
20
年
『
性
慾
と
人
生
』
を
創
刊
（
-1
92
1年
），
多
く
の
通
俗
性
科
学
書
を
著
し
た
。『
変
態
性
欲
の
研
究
 近
代
日
本
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
 3
』
ゆ
ま
に
書
房
 2
00
6，
斉
藤
光
の
解
説
）
本
郷
に
い
づ
ま
医
院
内
で
活
動
。
19
28
年
暮
れ
，
医
師
法
違
反
で
取
り
調
べ
を
受
け
，
前
年
の
脳
溢
血
，
神
経
衰
弱
で
の
苦
悩
，
自
殺
を
は
か
り
，
死
去
し
た
。
松
本
貞
二
郎
?
19
13
?
開
業
大
阪
喉
頭
病
學
ニ
就
テ
　
松
本
 貞
二
郎
　
耳
鼻
咽
喉
科
雑
誌
 V
ol
. 1
（
18
93
 
- 
18
95
）
N
o.
 1
 p
.9
-1
8
耳
茸
之
實
驗
　
松
本
 貞
二
郎
　
同
　
P
40
-4
8 
歐
氏
管
ニ
「
ブ
ー
シ
ー
」
用
法
　
松
本
 貞
二
郎
　
耳
鼻
咽
喉
科
雑
誌
 
V
ol
. 1
（
18
93
-1
89
5）
N
o.
 3
 P
16
4-
17
8
唐
沢
準
吉
18
81
19
14
03
府
立
京
都
医
専
卒
病
院
勤
務
満
州
唐
沢
準
吉
：
左
乳
腺
に
同
時
に
発
生
せ
る
結
核
及
癌
に
つ
い
て
,南
満
医
学
会
誌
，
6：
42
-4
4，
19
19
．
高
橋
孝
太
郎
?1
88
6
19
14
11
官
立
千
葉
医
専
卒
病
院
勤
務
東
京
、
25
医
博
.エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
試
験
よ
り
す
る
本
邦
工
場
作
業
の
研
究
,
高
橋
孝
太
郎
,大
阪
帝
国
大
学
, 
医
学
博
士
, 
19
25
-0
7-
14
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
4号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
　
第
七
・
某
兵
器
大
工
場
職
工
二
百
名
と
兵
士
百
に
於
け
る
尿
中
の
窒
素
量
を
比
較
論
し
職
工
の
生
活
状
況
推
定
に
及
ぶ
（
承
前
）
高
橋
孝
太
郎
・
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
6号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
追
加
　
第
八
・
余
の
求
め
し
体
力
消
耗
率
〈
仮
称
〉
よ
り
体
重
及
び
年
齢
を
基
準
と
な
し
工
（
名
）
種
を
選
定
せ
ん
と
す
（
高
橋
孝
太
郎
），
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
5号
 論
説
・
工
場
衛
生
調
査
七
題
（
完
）　
第
六
・
某
兵
器
大
工
場
内
電
話
送
話
口
の
細
菌
数
に
就
い
て
（
附
）
送
話
口
よ
り
結
核
菌
を
発
見
せ
し
六
例
（
高
橋
孝
太
郎
・
清
水
清
三
郎
），
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
3号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
　
第
七
・
某
兵
器
大
工
場
職
工
二
百
名
と
兵
士
百
名
に
於
け
る
尿
中
の
窒
素
量
を
比
較
論
及
し
職
工
の
生
活
状
況
推
定
に
及
ぶ
（
高
橋
孝
太
郎
・
清
水
清
三
郎
），
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
2号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
　
第
五
・
某
兵
器
大
工
場
手
（
機
）
鍛
工
の
肺
気
量
に
就
い
て
（
高
橋
孝
太
郎
・
清
水
清
三
郎
），
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
40
1号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
　
第
四
・
所
謂
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
阪
市
上
下
層
気
流
中
の
炭
酸
瓦
斯
に
就
い
て
（
完
）
高
橋
孝
太
郎
・
清
水
・
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
39
9号
 論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
　
第
三
・
某
兵
器
大
工
場
大
作
業
三
カ
年
間
の
統
計
上
に
現
わ
れ
た
る
肺
結
核
患
者
発
生
率
と
作
業
塵
埃
と
の
関
係
に
就
い
て
（
完
）
高
橋
孝
太
郎
・
清
水
清
二
郎
，
国
家
医
学
会
 国
家
医
学
雑
誌
39
6号
論
説
・
工
場
衛
生
に
関
す
る
調
査
七
題
・
第
一
　
其
兵
器
工
場
に
於
け
る
昼
夜
作
業
の
身
神
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
い
て
（
高
橋
孝
太
郎
）
世紀転換期ミュンヘン大学で医学学位を取得した日本人医学者（朝治）
75
武
田
元
一
郎
?
19
14
05
府
立
東
京
医
専
卒
開
業
，
25
医
博
B
ei
tr
ag
e 
zu
r 
hi
st
ol
og
is
ch
en
 
K
en
nt
ni
s 
de
s 
N
er
vu
s 
tr
ig
em
in
us
，
三
叉
神
経
の
組
織
学
的
補
遺
，
武
田
元
一
郎
タ
ケ
ダ
, ゲ
ン
イ
チ
ロ
ウ
京
都
帝
国
大
学
医
博
19
25
-0
7-
14
武
田
元
一
郎
; 日
耳
鼻
 3
0:
 7
4,
 1
92
4.
田
中
氏
痩
削
性
鼻
炎
手
術
式
ノ
一
變
法
ニ
就
テ
、
武
田
 元
一
郎
、
大
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
會
會
報
 V
ol
. 2
9(
19
23
 -
 1
92
4)
 N
o.
 1
 
松
尾
峰
太
郎
18
74
19
14
95
一
高
中
学
医
学
部
卒
15
開
業
、
東
京
新
竹
地
方
に
於
け
る
肺
ジ
ス
ト
マ
症
に
つ
い
て
、
台
湾
医
学
会
誌
71
,6
12
、
明
治
41
；
肺
ジ
ス
ト
マ
症
に
つ
い
て
、
同
、
90
、
79
3、
明
治
43
；
新
竹
地
方
本
島
人
に
お
け
る
内
臓
寄
生
虫
の
統
計
的
検
査
成
績
,同
11
4.
11
5、
38
2、
45
年
。
 「
応
用
家
庭
医
学
」
,羽
太
鋭
治
 編
近
代
文
芸
社
、
昭
和
4第
二
篇
 人
體
之
解
剖
及
生
理
 日
本
橋
病
院
副
院
長
 ド
ク
ト
ル
メ
ヂ
チ
ー
ネ
 松
尾
峯
太
郎
 松
尾
峰
太
郎
、
橫
川
定
，
19
12
，
頁
38
2-
38
7(
按
：
原
頁
數
38
3-
38
7重
覆
)。
松
尾
峰
太
郎
當
時
擔
任
新
竹
廳
衛
生
顧
問
，
他
向
新
竹
廳
長
提
出
有
關
瘧
疾
與
內
臟
寄
生
蟲
的
報
告
見
《
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
》，
冊
號
54
50
，
文
號
3，
頁
25
-3
8。
(
以
寄
生
蟲
病
做
為
二
十
世
紀
臺
灣
環
境
變
遷
的
一
項
指
標
：
初
步
探
討
,劉
翠
溶
、
劉
士
永
、
顧
雅
文
)(
臺
北
：
中
央
研
究
院
、
聯
經
出
版
公
司
，
20
08
)，
頁
52
3-
59
0。
大
野
正
孝
18
80
19
14
03
府
立
京
都
医
専
卒
25
医
博
、
B
ei
tr
ag
e 
z
u
r 
P
h
y
si
o
lo
g
ie
 
de
s 
m
en
sc
hl
ic
he
n 
B
lu
te
s、
大
野
, 正
孝
、
京
都
府
立
医
科
大
学
, 
医
学
博
士
, 
19
25
-
07
-2
5
諸
症
候
に
對
す
る
類
症
鑑
別
診
斷
/大
野
正
孝
/4
7日
本
鍼
灸
雑
誌
(2
62
) 
[1
7]
19
26
 (
12
)
近
藤
寛
次
郎
18
77
19
15
98
三
高
中
学
医
学
部
卒
14
開
業
大
連
自
己
血
液
筋
肉
内
注
射
ノ
喘
息
，
蕁
麻
疹
及
ビ
腦
溢
血
等
ニ
對
ス
ル
治
驗
例
（
第
1囘
報
告
) 
近
藤
寛
次
郎
 /
 近
藤
弘
 岡
山
医
学
会
雑
誌
 
巻
53
 
号
 4
,1
94
1-
04
-3
0.
 
自
己
血
液
注
射
療
法
ノ
治
驗
例
 
E
rf
ah
ru
ng
en
 m
it
 E
ig
en
bl
ut
be
ha
nd
lu
ng
（
第
2囘
報
告
)近
藤
寛
次
郎
 /
 近
藤
弘
  
岡
山
医
学
会
雑
誌
 巻
54
 号
11
, 1
94
2-
11
-3
0
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佐
藤
小
五
郎
18
77
19
14
05
県
立
愛
知
医
専
卒
15
開
業
京
城
，
溶
血
性
補
体
の
研
究
，
佐
藤
小
五
郎
，
京
都
帝
国
大
学
，
医
学
博
士
 
19
28
-0
5-
14
ち
ふ
す
桿
菌
ニ
ヨ
ル
家
兎
免
疫
血
清
中
ノ
補
體
各
成
分
ノ
觀
察
:溶
血
性
補
體
ノ
研
究
特
ニ
補
體
各
成
分
ニ
就
テ
（
第
4回
報
告
）
佐
藤
 小
五
郎
日
本
微
生
物
學
病
理
學
雜
誌
 2
2(
3)
，
35
7-
37
6，
19
28
/こ
れ
ら
菌
ニ
ヨ
ル
家
兎
免
疫
血
清
中
ノ
補
體
各
成
分
ノ
觀
察
:溶
血
性
補
體
ノ
研
究
特
ニ
補
體
各
成
分
ニ
就
テ
（
第
5回
報
告
）
日
本
微
生
物
學
病
理
學
雜
誌
22
(3
)，
37
7-
39
4，
19
28
/赤
痢
桿
菌
ニ
ヨ
ル
家
兎
免
疫
血
清
中
ノ
補
體
各
成
分
ノ
觀
察
:溶
血
性
補
體
ノ
研
究
特
ニ
補
體
各
成
分
ニ
就
テ
（
第
6回
報
告
）
日
本
微
生
物
學
病
理
學
雜
誌
22
(3
)，
39
5-
41
6，
 
19
28
/横
紋
筋
（
骨
骼
筋
）
ノ
特
異
性
ニ
就
テ
:宿
題
「
臓
器
特
異
性
ニ
際
ス
ル
研
究
」
實
驗
成
績
其
二
十
三
，
横
紋
筋
ニ
就
テ
 日
本
微
生
物
學
病
理
學
雜
誌
 2
2(
10
)，
23
9-
24
8，
19
28
/
塚
本
政
治
ま
さ
じ
18
86
19
14
09
県
立
金
沢
医
専
卒
15
開
業
高
山
塚
本
政
治
， 
悪
性
「
ヂ
フ
テ
リ
ー
」．
兒
科
雑
誌
．
第
32
8號
．
昭
和
二
年
九
月
（
會
）．
内
田
賢
助
?
19
15
12
府
立
京
都
医
専
卒
29
医
博
/尿
毒
症
に
於
け
る
脳
の
病
理
解
剖
学
的
研
究
（
独
文
）
内
田
賢
助
，
東
北
帝
国
大
学
医
学
博
士
19
29
-0
1-
26
尿
毒
症
に
於
け
る
脳
の
病
理
解
剖
学
的
研
究
 (
独
文
)内
田
 賢
助
ウ
チ
ダ
，
ケ
ン
ス
ケ
東
北
帝
国
大
学
医
学
博
士
19
29
-0
1-
26
中
川
小
四
郎
18
87
19
15
09
官
立
千
葉
医
専
卒
16
東
北
帝
大
講
師
，
20
官
立
岡
山
医
専
教
授
，
21
医
博
，（
東
北
帝
大
）
ア
ル
コ
ー
ル
を
以
て
す
る
静
脈
内
注
入
麻
酔
法
に
関
す
る
実
験
的
研
究
（
独
文
）
東
北
実
験
医
学
会
雑
誌
臨
床
泌
尿
器
科
診
断
学
　
19
24
　
中
川
小
四
郎
　
バ
ー
ン
ス
氏
「
ソ
リ
ウ
ム
」
液
ニ
依
ル
「
ピ
エ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
ニ
就
テ
 臨
床
泌
尿
器
科
診
断
学
　
19
24
中
川
小
四
郎
/村
松
，
篤
治
：
岡
山
医
学
会
雑
誌
 巻
：
33
 号
：
37
3 
発
行
日
：
19
21
-0
2-
28
世紀転換期ミュンヘン大学で医学学位を取得した日本人医学者（朝治）
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ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
学
位
論
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指
導
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名
学
位
取
得
者
　
学
位
論
文
指
導
者
論
文
笠
茂
掃
部
P
a
th
o
lo
g
is
c
h
e 
u
n
d 
sp
on
ta
n
e 
F
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k
tu
re
n 
(F
ac
hM
ed
L
es
e)
D
ie
 C
hi
ru
rg
ie
 in
 E
in
ze
ld
ar
st
el
lu
ng
en
/h
rs
g.
 v
on
 R
ud
ol
f 
G
ra
sh
ey
A
tl
as
 t
yp
is
ch
er
 R
ön
tg
en
bi
ld
er
 v
om
 n
or
m
al
en
 M
en
sc
he
n 
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sg
ew
äh
lt
 u
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 e
rk
lä
rt
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h 
ch
ir
u
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is
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-
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k
ti
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h
en
 G
es
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h
ts
p
u
n
k
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n
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m
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 B
er
ü
ck
si
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ti
g
u
n
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d
er
 V
ar
ie
tä
te
n 
u
n
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F
eh
le
rq
ue
lle
n,
 s
ow
ie
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er
 A
uf
na
hm
et
ec
hn
ik
 /
 v
on
 R
ud
ol
f 
G
ra
sh
ey
 
A
ut
ho
r:
  
G
ra
sh
ey
, R
ud
ol
f, 
18
76
-1
95
0 
E
di
ti
on
: 2
., 
be
de
ut
en
d 
er
w
. A
uf
l. 
V
er
öf
fe
nt
lic
hu
ng
sa
ng
ab
e:
  
M
ün
ch
en
 :
 L
eh
m
an
n,
 1
91
2 
 E
xt
en
t: 
 X
II
, 
21
4 
S.
 :
 I
ll.
, 
gr
ap
h.
 D
ar
st
. 
; 
8°
 S
er
ie
s:
  
L
eh
m
an
ns
 
m
ed
iz
in
is
ch
e 
A
tl
an
te
n.
 -
 M
ün
ch
en
 : 
L
eh
m
an
n,
 1
90
3-
 ; 
R
ön
tg
en
un
te
rs
uc
hu
ng
 b
ei
 K
ri
eg
sv
er
le
tz
te
n/
vo
n 
R
ud
. G
ra
sh
ey
. A
ut
ho
r: 
G
ra
sh
ey
, R
ud
ol
f, 
18
76
-1
95
0
V
er
öf
fe
nt
lic
hu
ng
sa
ng
ab
e:
  
M
ün
ch
en
 : 
L
eh
m
an
n,
 1
91
8 
E
xt
en
t: 
20
4 
S.
Z
ur
 S
ta
ti
st
ik
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er
 B
ru
st
dr
üs
en
ge
sc
hw
ül
st
e:
 Z
us
am
m
en
st
el
lu
ng
 d
er
 a
n 
de
r 
K
lin
ik
 d
es
 H
er
rn
 
G
eh
ei
m
ra
t 
P
ro
fe
ss
or
 D
r.
 v
on
 A
ng
er
er
 z
u 
M
ün
ch
en
 v
om
 M
ai
 1
89
9 
bi
s 
D
ez
em
be
r 
19
03
 i
nk
l. 
be
ob
ac
ht
et
en
 1
31
 B
ru
st
dr
üs
en
ge
sc
hw
ül
st
e.
 D
is
s. 
K
gl
. H
of
bu
ch
dr
uc
ke
re
i K
as
tn
er
 &
 C
al
lw
ey
, 1
90
6
川
村
健
B
er
ic
ht
 ü
be
r 
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op
er
ie
rt
e 
N
ab
el
he
rn
ie
n 
(F
M
L
)
vo
n 
A
ng
er
er
.
小
宮
山
権
六
U
eb
er
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en
 E
in
fl
u
ss
 
he
is
se
r 
B
äd
er
 a
uf
 d
en
 
B
lu
td
ru
ck
不
明
葛
谷
貞
之
D
er
 E
in
flu
ss
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er
 
Sä
ug
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st
er
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ic
hk
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t 
au
f 
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e 
W
er
ti
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ei
t 
de
r 
U
eb
er
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nd
en
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M
L
)
P
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li,
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"D
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 I
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un
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e 
P
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sc
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